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特待生制度 聞題 に 関す る言説分析

栗山靖弘 （横浜 国立大学大学院）

0．は O め に

　2  G7 年 3 角 9H 、 西武球 団が早稲 鑷大学

と東京ガス に所属するア マ チ ュ ア選 手 2名 に

栄養費な ど の 名 目で計 1300 万 円を支払 っ て

い た こ とが 明 らか とな っ た 。 そ の 後、早稲 田

大学 野球部 （当時）に所属 して い た 選 手 に 、

高校 時 代か ら指 導者 ぐるみ で 金銭授受 が 行

われ て い た こ とが発覚 した 。 これ が 同本学生

野球憲章 13 条 （（1）「選孚衷たは部員は 、 い

か な る名義に よ る もの で あ っ て も、他 か ら選

芋 衷 た は 部 員で あ る こ とを理 由 と して 支 給

され 又 は貸与され る もの と認 め られ る学 費、

生活 費 そ の 他の 金 品 を受 け取 る こ とが で き

な い
。 」   「選手又 は 部員 は 、い か な る名義

に よ る もの で あ つ て も、職業夥 球団その 他 の

もの か ら、　 こ れ らとの 入団 、 雇傭そ の 他の

契約に よ り、又 はそ の 締結 を条件 とL て 契約

金 、 著 しくは これ に準ずる もの の 前渡 し、そ

の 他 の 金 品の 支給 、 若 しくは 貸与 を受 け、又

はその 他の 利蠱 を受 ける こ とが で き ない 。 」）

に抵触す ると して 、目本 高校 黥球連盟 （以下 、

高辱連）は 4 月 9 目か ら全 国の 加盟校す べ て

に 対 して実態調査 を行 い 、多 くの 該当者 ・処

分者 （376 校 、 7971 人）を 驫す結 果 とな っ

た こ とか 転 特待 生制度閥題 と して 全 飃の 高

等学校野 球部 にまで 波及 す る こ ととな っ た 。

　 特待生舗度聞題 につ い て は 、meNv ス メデ

ィア を通 じて報遵 され 、 特待生 捌度 へ の 是非

や 高校 野球 の あ り方 に 至 る 求で 、 さま ざま な

意 見が飛 び交 っ た 。 そ こ で 、それ らマ ス メデ

ィ ア 上 に 現れ た蒋 待生捌 度 聞題に 関す る 喬

説 を整 理 し、分析 を加 える こ とが本報告 の 貝

的で あ る 。 そ の 際、『朝 日新聞』、『毎 日新聞』

お よび 『読売麟聞』の 記事内容に つ い て 分析

を行 う。

1．特待生 制度 題 に 　　る先行研究

　今 回の 特待 生制度 問題 は発覚後 1年 余が経

過 し たばか りで あ り、論考や 薯作 と して 象 と

め られた もの は 少ない が 、主 にス ポーツ 社会

学な ど の 領域で 考察が 進め られ て い る （永

石 ： 20G7、 左 近 允 ：2007 、 森川 ： 2007、 石

坂 ：2008 な ど）。

　中で も石 坂 は 嚢聞 の 社 説や特集記事か ら 、

今回 の 間題に 関す る論 点 を以下の 3点に ま と

め て い る 。

（1）高校 野 球 、 大 学野 球 、 プ ロ 野球 の 制度的

　　閥題 を 指摘 し
、

ド ラ フ ト制度敢革を含め

　　た根本的見直 しが 必要 とす る もの 。

（2）今 回 の 裏金 問題 の 背景に あ る ビ ジネ ス と

　　して の 高校 野球 、
ス ポー

ツ 界の 存在 を告

　　斃 す る もの 。

（3）学 生野球憲章の 第 13 条 に ある よ うな文

　　言が 概 に時代遅 れにな っ て い るこ とに 高

　　野 速が 意識 的で な く、今翻 の
一

連 の 間題

　　が高野 速 を 始 め とす る 旧態依然 と した組

　　織 とその 統制能力 の 欠如 に原鬮 が あ る こ

　　とを斜 弾す るもの
。

　　　　　　　 　　　　　　 　 （石 坂 ：前 掲）

　 さ らに石 坂は
一

連の 報道 にお ける論点 の

申で く1）「特待生制度 と学校 教育 の 問題性」 ＝

　F学校 シ ス テ ム と し て の 教育の 悶題 」 と、

  「甲子園 腎球 とは
一

体何 か とい う歴 史的 ・
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社会 的に形成 されて きた ＝ ン テ ク ス トに基

づい た論究」 の 2 点が欠落 して い た こ とを

携摘す る （石 坂 ： 前掲） 。

　特 に前者の 問題に 関 して は 、 野球 に限 ら

ず多くの ス 潔一
ツ 特待 生が 、 高校や大学で

学業を免除 され た り、大目に見 られ た り し

て い る と い う醤説 が 数多く指摘 され なが ら

も、そ の 部分 に 関す る実態研究 が 邏 々 と し

て 進 ん で い ない とし 、 そ の 原因を 、 研究者

自身が 当事者 と して 問題 に取 り込 まれ て し

ま っ て い る こ とに求 めて い る。 こ の 点に 関

して は左 近 允が大学 ス ポーツ にお ける特待

生制度 の 実態を論 じて い るが 、 選手が蒋待

生 と して 認定 され る基準や 事例 とな っ て い

る大学 の 部活動 ご との 募集枠を提示す るに

とどま っ て い る （左 近允 ：前掲）。

2． 球の 社会的 ・ 歴 史　文

　高校野球 （甲子 園野球） は 肩本の 翳 球や

ス ポーツ の 解釈枠組みに大 きな影響 を与 え

て い る こ とが先行研究に よ っ て 明 らか に さ

れ て い る （清水 ； 1998）。

　周 知の 通 り、ス ポーツ に よ る特待生舗度

（学費免除や特定の 団体か ら の 金 晶 の 授受

な ど）が 禁止 され て い るの は 聾球だ けで あ

るが 、
こ れ は 「す べ て に 正 しく模範的な」

高校野球 とい う物諏 を強化す るた め に高野

連が 設定 し た もの で ある （清水 ： 前掲）。

こ の よ うに 、 社会的 ・歴更的に生 成 され て

きた 文 脈 は 繼の ス ポーツ も糊様に有 し て は

い るが 、 劈球 は長い 歴史を有す る こ とに加

え、甲子 躅大会が 朝 日款聞社 と毎 鷺漸閲杜

が開催 して い る メディ ア ・イ ベ ン ト的姓格
で ある こ とか ら、「鬮民的行事 ・ス ポ ーッ 」

と して認 識 され て い る こ とに注意 しなけれ

ばな らない 。

　寵事の 分析 を進めて い く中で （1＞選 手 とし

て の 高校 生 の 責任 の 無 さを指摘す る もの

（金国版 ・地方版）、  特待生 問題に よ っ て

奪率大会繊場 の 代表校が変更に な っ た こ と

を報 じる もの （地方版） があ っ た こ とが確

認 された 。

　な お 、 石 坂の 指摘 して い る 、 欠 落 した 2

つ の 論点に舶 えて 、 学校 とい う制度の 中に

野球 に 限 らず高校 生 の ス ポー
ツ が部活動 と

して 取 り込ま れて い る こ と の 問題性 を指摘

す るもの は 見繊 され なか っ た。
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3．　 聞報道の 　 の 　待生 問題

　今 圓 の 分析 で は 持 持 生 聞 題 発 覚 後 の

2007 年 4 月か ら甲子園 く金国高等学狡野球

選 手権大会）が終了 す るまで の 『朝 露萩闘』、

響毎 ほ漸聞』お よび 『読売瓢 聞誰 の 認事 を

分析 の 主 な対象 とした。中で も全国版の 認

事だ け で な く 、 地 方版の 記事に も注 目 した 。
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